
クラレグループのDNAと培ってきた強み
事業活動を通じた社会的課題の解決・経済発展への貢献

1926年、クラレは化学繊維レーヨンの事業化を目的に岡山県倉敷市で設立されました。
創業者・大原孫三郎と第二代社長・大原總一郎は、技術革新による事業の発展に努める一方、 
環境問題への対応といった企業の社会的責任を重視し、事業活動を通じた社会的課題の解決に注力してきました。
戦後間もない1950年、大原總一郎は合成繊維ビニロンおよびその原料樹脂であるポバールを製造する技術を 

確立しました。このビニロンの事業化は、一企業の利益のためだけではなく日本の繊維産業を復興するものであり、 
「高品質で安定した収益をもたらす製品づくりには、輸入に頼らず、原料から一貫して自社生産しなければならない」 
という経営者の不退転の決意のもと成し遂げられました。

CSR（企業の社会的責任）という言葉がなかった時代に、経営者たちが持っていた先駆的な精神は、 
クラレグループのDNAとして今日においても受け継がれています。

社会から得た財はすべて社会に返す

企業が得るべき利潤は技術革新による利潤、 
社会的、国民経済的貢献に対する対価としての利潤に限る

企業の社会的責任を重視し、大原社会問題研究所、労働環境の改善・改革に
取り組む倉敷労働科学研究所（現・大原記念労働科学研究所）、倉紡中央病
院（現・倉敷中央病院）、大原美術館などを設立。地域の医療・福祉や教育・
文化、人々の生活水準の向上に貢献しました。

公害という言葉がまだ珍しかった時代にいち早く企業の排出責任に言及した
ほか、1950年には独自技術による国産初の合成繊維ビニロンを世界に先駆
けて事業化しました。その後も、天然皮革に代わる世界初の人工皮革〈クラリーノ〉
を開発・事業化するなど、事業活動を通じた社会的課題の解決と経済発展に
貢献しました。
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